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第１章 序 論 
 










生じた疾患である DSO と，原因不明の骨髄炎である DSO の２種類の疾患が存在すると考え










































第５章では，リウマチ性疾患であるSynovitis, acne, pustulosis, hyperostosis, osteitis 
syndrome（SAPHO 症候群）との関連性について検討し，DSO は下顎骨に限局した感染症で
はなく全身疾患の部分症である可能性を示唆した。 
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こともある。van Merkesteyn ら１４）は，DSO ２７症例を検討し，全例に疼痛，２６例（９
６％）に腫脹，１８例（６７％）に開口障害，３例（１１％）に発熱の生じたことを報告
している。疼痛，腫脹がみられるにもかかわらず，瘻孔形成や排膿，骨内外の膿瘍形成が












る Florid cemento-osseous dysplasia に感染が伴った症例と混同される場合もある２３）
が，DSO は歯槽部のみに限局した病変ではなく，下顎骨体部，下顎角部，下顎枝部など広
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(1)  感染，特に弱毒菌の感染によると考える説 
病変部の細菌培養に関するまとまった研究は少ないが， Jacobsson １ ６ ） は，
Propionibacterium acnes と Peptostreptococcus intermedius ，Marx ら７）は，Actinomyces 
species と Eikenella  corrodens を DSO の原因菌と考えている。また，van Merkesteyn
ら１４）によると，１１症例において病変部の細菌培養を行った結果は４例が 陰性，４例が
Staphylococcus  epidermidis ，３例が口腔および皮膚の常在菌の関与した例であった。














筋の過使用による慢性腱骨膜炎が DSO の原因であると考える研究者もいる１０，１３）。 
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2．3 考察 
 
DSO 報告例約２００例に関する調査から，以下の項目が DSO に特徴的であり鑑別診断に有
用な所見であると考えた。 
(1)  下顎部の腫脹や疼痛を認めるが排膿や膿瘍形成が認められない。 
(2)  症状は発作と緩解を繰り返す。 
(3)  下顎骨内にびまん性に広がる骨髄炎のＸ線像を示す。 
(4)  骨の外部吸収像と，それに伴う顎骨の萎縮や変形がみられる。 
(5)  病理組織像は非特異的な慢性骨髄炎の像を示す。 
(6)  ６カ月の治療（化学療法，外科療法等）で治癒しない。 







とを DSO の診断基準と決定した。 
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により DSO と診断した。DSO 以外の骨髄炎（４１症例）には，慢性化膿性骨髄炎（３６症
例）と True-DSO（５症例）が含まれるが，両疾患とも細菌感染が原因であることが明らか
であるため，同一の疾患群に含めて考えた。そして，DSO および DSO 以外の骨髄炎の両群
に関して，臨床所見，罹患部位，Ｘ線像，血液検査値，細菌培養結果，治療結果，骨シン
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  P  ～左下顎角部
  P  ～左下顎枝部




臨床所見        臨床検査値     最終経過観察時までに 
病変の及んだ範囲腫脹 疼痛 開口障害 CRP WBC ESR Platelet
1 21 ♂ ＋ ＋ ＋ ↑ － ↑ ↑
2 23 ♀ ＋ ＋ ＋ － － －
3 23 ♂ ＋ ＋ ＋ ↑ － ↑ －
4 27 ♀ ＋ ＋ － － － ↑ ↑
5 30 ♀ ＋ ＋ ＋ ↑ ↑ ↑ ↑
6 38 ♀ ＋ ＋ ＋ ↑ － － －
7 40 ♀ ＋ ＋ ＋ ↑ － ↑ －
8 44 ♂ － ＋ ＋ － － ↑ －
9 47 ♂ ＋ ＋ － － － － －
10 50 ♀ ＋ ＋ － － － － －
11 60 ♂ ＋ ＋ － ↑ － ↑ ↑
12 66 ♀ ＋ ＋ － ↑ － ↑ －


















































































No. 年齢（歳） 性 細菌培養検査結果 治療 経過（月） 発作回数
1 21 ♂ A,E,C×2,H 62→ 13
2 23 ♀ Streptococcus A,E,C,D 28　 12
3 23 ♂ Streptococcus A,C×2 13　 4
4 27 ♀ A,E,D 15　 4
30 ♀ A 9→ 3
6 38 ♀ A,E,C 12→ 3
7 40 ♀ Bacillus A,E,D,P,C 41　 8
8 44 ♂ Streptococcus A,I 6→ 5
9 47 ♂ A,D 5→ 2
10 50 ♀ Staphylococcus A,C,D×2,H,P 24→ 8
11 60 ♂ Corynebacterium A,E,D×2 11　 6
12 66 ♀ ― A,D,C×3,P 71→ 4
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病変部組織の細菌培養検査 
細菌培養検査は１０例に行い，全ての症例で Streptococcus，Staphylococcus，E. coli ，
Enterococcus ，Actinobacter ，Neisseria などの何らかの細菌が検出された。また放線
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高いと考えられた。Propionibacterium  acnes や放線菌への感染が原因であるため非化膿
性炎症像を呈するとの指摘もある ７，３２）が，Propionibacterium  acnes が抗菌剤に高感
受性であるにもかかわらず抗菌療法が奏功しないこと１１，１３）や，我々の経験した DSO 以外
の骨髄炎で放線菌の検出された２例は短期間で治癒していた点などを考えると，これら細





















- 22 - 




















No. 性別 年齢（手術時） 切除範囲 再建 　再発（症状）
  1  (5) F 20 腸骨移植 　術後 5カ月
  2  (7) F 40 腸骨移植 　術後 11カ月
  3 (10) F 50 金属プレート 　術後 3カ月
  4 (12) F 66 ― 　術後 12カ月　右関節突起～P1
　 C  ～左関節突起
　  I  ～左下顎枝部
（  ）内は表１における症例 No.  
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4．2 結果 
 





































図４-Ｂ 下顎骨遠心切除断端の組織像。 図４-Ｃ 術後１年６カ月。左側残存下顎骨は病変 
   骨髄腔内に炎症所見は認められない。     の再発で異常吸収を示す。 
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図６-Ａ DSO 症例のパノラマＸ線写真。初期の骨変化と 図６-Ｂ DSO 症例のＣＴ像。       
        して皮質骨の外側の吸収像が明瞭（矢印）。   舌側皮質骨の異常吸収（矢印）。 
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第５章 疾患分類における DSO の位置付けに関する検討 
   
第４章までの検討により，DSO が感染症に起因する病変ではない可能性が極めて高くなっ
たが，同時に，疾患分類における DSO の位置付けが問題となってきた。そこで，DSO に特
徴的な臨床像すなわち非化膿性の炎症症状が発作と緩解を繰り返すことや，抗菌剤よりも
ステロイド剤に代表される抗炎症剤が症状の緩解に有効であることに注目し，同様の臨床





































の上昇や HLA-B27 の出現も報告されているが，SAPHO 症候群に特異的な異常像は確認され
ていない４２）。細菌培養の結果も陰性の症例が多く，細菌感染が原因である可能性は低いが，
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表５　DSO症例の臨床所見
ND：検査されていない 
 (  )：病変の存在を疑ったもの
NO 年齢(歳) 性別 下顎骨以外の骨病変 関節病変 皮膚病変
1 18 ♀ ND ND ―
2 21 ♂ 第2胸椎 ― ND
3 23 ♂ 胸骨 胸骨柄結合 掌蹠膿疱症
4 23 ♀ ND ND
5 27 ♀ ― ― ND









10 44 ♂ ND ND ND
11 47 ♂ ― ― ―
12 49 ♀ ND ND 掌蹠膿疱症
13 50 ♀ ― ― ―
14 51 ♂ ― ―
15 60 ♂ ―
胸骨柄結合
胸椎～腰椎の椎間 ―
16 66 ♀ ― ― ―
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図９ 症例７。第１胸肋関節は硬化し，硬化領域は前方へ  図１０ 第４腰椎から第１仙椎間    
突出（矢印）。右下は正常例。                     の椎間軟組織は硬化し，強直 
                              性脊椎炎の様相を呈している                               
                                                      （矢印）。 
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中指と薬指）および足指の背側に同時に生じ，再発性で爪の変形（横走する溝）を伴って
いることから乾癬を疑った。皮膚病変の発症時期は，症例３，４，７では DSO 発症より前，
症例６，８，１２，１４では DSO 発症後であった。 
  
 5．3 考察 
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多骨病変や関節病変は DSO 症例の一部でも確認され，その臨床像やＸ線像は SAPHO 症候群
のそれと類似していた。過去の DSO 報告例でも骨シンチグラムにより下顎骨以外の骨（上
顎骨，頬骨，側頭骨，胸骨，鎖骨）に病変が確認されたという報告もあり９，１１，１６，１８），
DSO も SAPHO 症候群同様に多骨病変，関節病変を有する疾患であることが推定された。 
皮膚病変に関する調査でも，１７症例中４例（２３.５％）で掌蹠膿疱症の発症が確認され






り，DSO も SAPHO 症候群同様に皮膚病変と関連のある疾患である可能性は否定できない。
掌蹠膿疱症が，歯原性感染病巣や慢性扁桃炎に対する病巣感染症である可能性も指摘され
ていることから，DSO あるいは SAPHO 症候群と病巣感染の関連も考えられるが，今後の検
討課題であろう。 
以上，DSO は多骨病変，関節病変および皮膚病変を高率に併発することが明らかとなり，
リウマチ疾患である SAPHO 症候群の部分症である可能性が強く示唆された。 
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